
●　５月の相談件数は、５１３件で〈表１〉のとおりです。前年同月（５１２件）と比べ、１件の増加です。

●　総相談件数５１３件のうち、「不当請求」と判断される相談は１３１件で、前年同月（１４２件）と比べ、１１件の減少です。

●　契約者の年代別相談件数は、〈図１〉のとおりです。３０代が一番多く９３件、以下４０代７４件、５０代７１件の順です。

●　相談の多かった商品・サービスは、＜表２＞のとおりです。第１位は「インターネット情報」で、以下「消費者金融（サラ金）」、

　「工事・建築」、「商品一般」、「不動産貸借」となっています。

〈表１〉

うち
苦情相談

店舗購入 訪問販売 通信販売
マルチ・マ
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電話勧誘
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ネガティ
ブ・オプ
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その他
無店舗

不明・無関係 危害 危険
うち架
空請求
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構成比
（％） 100.0 91.0 26.7 9.0 32.9 0.6 2.1 0.0 1.0 27.7
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＜図１＞年代別相談件数 ＜表２＞ 商品・サービス上位５品目

順位 件数

1 　　インターネット情報 125

2 　　消費者金融（サラ金） 35

3 　　工事・建築 21  新築・増改築工事、ガス工事など

4 　　商品一般 20

5 　　不動産貸借 18

　未公開株や社債の購入トラブルが後を絶ちません。

　相談の特徴は、①高齢者からの相談が多いこと、②支払額が高額であること、③過去に被害にあった人を再び勧誘することなどです。

　「うまい儲け話」には、要注意！耳を貸さないこと、手を出さないことです。

　お金を支払ってしまうと取り戻すことが大変難しいので、おかしいな、困ったなと思ったら、お近くの消費生活センターや消費生活相談

　窓口にご相談ください。

○月別相談件数の推移 　　　○年代別相談件数(平成22年度）

     全ての月で、前年より増加。 　　　　　高齢者(65歳以上）からの相談が多く、6割強を占める。

件　数

ホームページ　http://www.pref.niigata.lg.jp/shohiseikatsu/

新潟県消費生活センターの来所相談は予約制です。まず、電話でご相談下さい。相談電話 ０２５－２８５－４１９６

お知らせ 　   未公開株・社債購入トラブル　　　★怪しい儲け話に要注意！！

※件数は県内の相談件数
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 特定できない商品（架空請求ﾊｶﾞｷなど）

 賃貸アパート、借家など

累計

6 0

3 277

商品名等

前年同月

平成 ２３年６月２７日

9

142
５月

危害・危険 不当請求

6 1 131016946件　数 513
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新潟県消費生活センター

 　　　　　平成２３年５月分の消費生活相談の概況

区　分

総相談件数 販売購入形態別相談件数
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 アダルト情報サイト、出会い系サイトなど
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件　数 512 471 128

 消費者ローン
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